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 eq \o\ac(□,５)
問１
太陽が真南にきたとき(正午ごろ)の南中高度がいちばん高く，かげの長さは最も短い。正午を基準に同じ２時間はなれている午前10時と午後２時の高度はほぼ同じで，かげの長さもほぼ同じ。
問２
春分の日の南中高度は，緯度が最も低い地点ｃが最も高く，ａ，ｂの順に低くなる。かげの長さは南中高度が低いほど長くなる。

問３
太陽は，円周の長さ２×3.14×30[cm]＝188.4[cm]を24時間かけて一定の速さで進み，１時間に円周上を188.4[cm]÷24[時]＝7.85[cm]移動する。４時間では7.85[cm]×４[時]＝31.4[cm]移動する。
問４
春分の日，太陽は真東から昇り真西に沈むので，太陽が進む透明半球上の円周の長さは最も長い。夏至と冬至の日，円周の長さはそれより短くなり，ほぼ同じ長さになる。
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